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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、ポストコンフリクト（紛争後）期という社会の混乱期に実施された「地域住民

による自発的なスポーツ活動」に期待された役割を明らかにすることを目的に、カンボジア王

国シェムリアップ州で実施されている事例の検証をした。 

現地調査の結果から、「開発手段としてのスポーツ活動に期待された役割は、内発性を引き出す

ことである」という結論を得た。内発性とは、開発途上国の社会開発、人間開発の議論の中心

になりつつある概念であり、人々の内発性が引き出され、適切なエンパワメントがなされるこ

とが、開発分野に求められている課題でもある。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study is to clarify the expected roles of a sport activity in the post 
conflict societies .The field-studies executed in Siem Reap prvince, Cambodia.As a result, 
one of the main expected role of sport activities tu induce people’s 
spontaneousness,autonomy and volunteerism. Those has been recognized as essential in 
development studies, too and to motivate people in their community(empowerment)is most 
important thing not only for the international development but also for development 
through sport. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年、深刻化する貧困や紛争は、特に開発

途上国の発展を妨げ、国際協力の必要性がま

すます強く認識されている。日本を始めとし

た先進諸国もあらゆる開発協力を展開して

おり、この中で開発手段としてスポーツを活

用する事例が散見される。スポーツを基本的

人権とした1978年の”Development through 

Sport”の概念、すなわちスポーツを通じた開

発と平和への貢献に関する議論が開始され

ている。 

 これまで、ポストコンフリクト期の数カ国

を対象に社会の混乱期におけるスポーツの

導入に関して、現地調査を元に研究を進めて

きた。当該地域では、不安定な治安や教育機

会の欠如に起因する失業、非行、麻薬、軽犯

罪などの一見、個人的で軽微に見られがちな、

生活に密着した「地域固有の社会問題」が深

刻であった。これらの問題は、適切な対処が

なされない場合に復興・開発の大きな足かせ

となるが、現実には、公的セクターによる迅

速な解決が困難であり、コミュニティ主導の

自発的活動に解決の糸口を求めざるを得な

い。その際の自発的活動の契機として、特に

対象が子どもや青少年である場合にスポー

ツが活用される事例が複数見られ、現場にお

いてはスポーツの意義が理解され、幅広く活

用されている。しかし、これまでこれらのス

ポーツ活動については、殆ど明らかにされて

おらず、活動の成否や成功要因の検証は、

2000 年以降の少数の研究でなされているの

みである（J.L-Howarth [2006], W.Andreff 

[2005], B.Henley [2005] など）。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、ポストコンフリクト（紛

争後）期の国・地域において、社会の混乱期

に実施された「地域住民による自発的なスポ

ーツ活動」の詳細を考察することにより、こ

の時期のスポーツに期待された役割を明ら

かにすることである。本研究では、「地域住

民による自発的なスポーツ活動」の一事例と

して、カンボジア王国のシェムリアップ州で

実施されているシェムリアップホテルフッ

トボールリーグ（Siem Reap Hotel Football 

League:SHFL）を取り上げ、検証を行った。 

 
３．研究の方法 

（１）先行研究のレビューと分析枠組みの構

築 

2008 年度にコミュニティ・スポーツに関す

る基礎情報の整理とコミュニティ・スポーツ

研究の整理を行った。 

 

（２）カンボジアにおける現地調査 

2008 年度に「実業団リーグ」に関する基本

的情報の収集を、2009 年度にはカンボジア

のコミュニティに関する基礎情報の整理、

SHFL参加選手に対する質問紙調査を現地に

て実施した。 

 

（３）補足調査とまとめ 

これまでの研究の成果をまとめ、SHFL 関係

者に配布すると共に、研究結果への考察を求

めた。その結果を踏まえた最終的な研究の成

果をまとめ、論文・学会での発表を行った。 

 

４．研究成果 

本研究では、関連先行研究を参考に分析モデ

ルを構築し、形成段階、実施段階、成果段階



に分割したモデルに沿って複数回の現地調

査を実施した。形成段階の評価では、「コミ

ュニティ型スポーツクラブの形成過程モデ

ル」に依拠し、活動が形成され発展する過程

を 7 段階に分けて分析した。その結果、

「SHFL の関係者が認識した課題」への対応

策としてスポーツを活用した様子が浮かび

上がった。実施段階の評価では、SHFL が有

した 3 つの問題事例について、問題が生じた

背景と SHFL によってなされた対処の検証

から、SHFL 自体が持つ理想や将来像を読み

取った。成果段階の評価では、全登録選手に

対して質問紙調査を行い、90.8%と高い有効

回答率を得た。調査の結果から、選手として
．．．．．

活動に参加する度合いが高い者ほど、SHFL

が定めた目標である「生活満足度」、「自信」、

「グループの凝集性」、「コミュニティ・モラ

ール」の 4要因が高いことが明らかになった。 

これらの現地調査の結果から、「開発手段

としてのスポーツに期待された役割は、内発

性を引き出すことである」という結論を得た。

内発性は、正に開発途上国の社会開発、人間

開発の議論の中心になりつつある概念であ

り、人々の内発性が引き出され、適切なエン

パワメントがなされることが、開発分野に求

められている課題でもある。 
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